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この写真を差し上げます。役場総務課へご連緕を

＞一おもな内容〉画’
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
…
　
：
③

同
和
問
題
シ
リ
ー
ズ
…
　
：
㈲

水
道
週
間
（
節
水
を
）
　
：
⑤

鞭
謡
誓
二
6

よ
い
こ
の
作
品
…
　
　
　
：
の

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
…
　
：
⑧

今年度江南保育所へ入所した子どもたちは

60名、2ケ月たった今、集団生活にもなれ、

お友だちもたくさんでき、元気で楽しい毎日

を過ごしています。

（6月1日現在）2，085面積…22．34平方キロ世帯8，980（男4，426女4，554）〈村勢〉総人ロ
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村民説明会開催

ベーチェット病
　　　更生施設

　
昨
年
三
月
か
ら
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

に
よ
る
中
途
失
明
者
の
更
生
施
設
に
つ

い
て
、
建
設
予
定
地
の
板
井
地
区
住
民

と
、
県
、
村
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
協
会
等

と
の
話
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
さ
る
三
月
二
十
五
日
地
区
住
民
の

理
解
と
協
力
に
よ
り
円
満
解
決
し
、
五

月
十
四
日
中
学
校
体
育
館
に
於
て
村
民

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
県
と
村
の
共
催
で

全
村
民
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
、
大
勢

の
方
々
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
説
明
で
は
、
今
ま
で
の
話
合
い
の
経

緯
の
あ
と
、
施
設
建
設
の
見
通
し
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
協
会
は

小
原
療
養
所
の
敷
地
の
一
部
を
借
り
、

こ
こ
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
三
階

建
の
施
設
（
定
員
三
十
名
）
を
造
る
予

定
で
主
に
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
等
に
よ

る
中
途
失
明
者
を
対
象
に
、
日
常
の
生

活
訓
練
を
は
じ
め
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な

ど
に
な
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
行
う
更

生
施
設
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
る

予
定
で
す
。

　
村
で
も
こ
れ
を
機
会
に
、
福
祉
を
よ

り
一
層
お
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
村
民

の
皆
さ
ん
の
福
祉
に
対
す
る
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

』
）
U

青
少
年
の
健
全
育
成
に

青
少
年
相
談
員
十
八
名
決
ま
る

　
　
こ
ど
も
た
ち
の
・
よ
き
相
談
相
手
ど
し

　
て
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
青

　
少
年
相
談
員
の
方
々
十
八
名
が
、
過
日

　
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
青
少
年
相
談
員
の
活
動
は
、
地
域
青

　
少
年
の
良
き
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し

　
て
、
青
少
年
に
対
す
る
相
談
や
指
導
、

　
青
少
年
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
指

　
導
援
助
活
動
、
学
校
、
児
童
委
員
、
村

　
な
ど
に
対
す
る
協
力
活
動
、
新
し
い
地

　
　
赤
十
字
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
　
謝

　
　
日
本
赤
十
字
事
業
は
、
皆
さ
ん
も
す

　
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
身
心
障
害
児

　
者
に
対
す
る
福
祉
・
災
害
救
助
・
血
液

　
・
看
護
な
ど
の
各
種
事
業
に
、
ま
た
国

　
際
的
に
も
日
夜
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
本
年
も
、
五
月
に
赤
十
字
募
金
運
動

　
が
行
わ
れ
、
地
区
役
員
さ
ん
や
、
皆
さ

　
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標

　
額
を
上
ま
わ
る
募
金
を
い
た
だ
き
、
五

循
成
．
沢

三
七
、
六
五
〇
円

吊舗m離吊吊め吊吊吊吊ひ陥晶吊陥晶踊
月
末
に
日
赤
埼
玉
県
支
部
に
送
金
い
た

鵠隅
し
ま
し
た
。

撒
　
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
、
ご
報
告
い

舳
　
た
し
ま
す
。

吊

㌦
く
ず

域
づ
く
η
活
動
な
ど
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
委
嘱
さ
れ
た
青
少
年
相
談
員
の

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
青
少
年
相
談
員
名
　
　
（
敬
称
略
）

　
田
中
正
己
　

須
賀
広
二
九
二

　
飯
島
俊
夫
　
塩
六
五

　
長
倉
文
良
　
　
板
井
一
〇
八
三

　
岡
田
恒
冒
雄
－
野
原
四
三
〇

　
大
久
保
正
義
　
　
小
江
川
七
二
六

　
三
本

二
一
、
三
〇
〇
円

　
上
新
田
　
　

七
、
八
○
○
円

　
上
押
切
　
　
一
一
、
五
五
〇
円

下
押
切
　
　

七
、
六
五
〇
円

樋
春
北
　
　
二
、
二
七
〇
円

樋
春
南
　
　
六
、
九
〇
〇
円

御
正
新
田
　
　
　
三
五
、
八
五
〇
円

須
賀
広
　
　
二
、
一
〇
〇
円

野
原
　
一
二
、
七
五
〇
円

小
江
川
　
　
二
七
、
○
○
○
円

　
塩
　
　
　
　
　
八
、
一
〇
〇
円

板
井
　
一
七
、
一
五
〇
円

　
柴
　
　
　
　
　
二
、
五
五
〇
円

千
代
　
一
〇
、
八
○
○
円

試
験
場
　
　
　
　
　
七
五
〇
円

療
養
所
　
　

二
、
○
O
O
円

合
“
計
　
二
三
二
、
一
七
〇
円

　
　
ム
ツ

　
　
ズ
夫
し

律
田
　
稔

滝
田
法
明

斉
藤
道
夫

上
・
杉
正
己

鹿
路庭吉

彦

へ高
由
栄
子

野
口
桂
子

馬
［
場
文
代

宅
森
喜
美
子

今
井
紀
子

柴
崎
保
子

持
由
久
，
美
、
子

福由、，

治

野
口
文
丈

三
本
一
九
五
九

樋
春
三
三
九

野
原
七
九
四
ノ
一

千
代
五
五
一
・

小
江
川
八
七
九

御
正
新
田
四
八
六

小
江
川
二
一
三
九

樋
春
七
七
七

野
原
九
六
六

熊
谷
箱
田
一
二
二

川
本
本
田

押
切
三
二
五

成
沢
一
九
一

小
江
川
一
七
二
五

　
り
ま
し
た
。

“
　
こ
と
し
も
緑
を
食
い
荒
ら
す
ア
メ
リ

嗣
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
に
な

万害劣ま髪　一緑の大敵一騨1
昌妙線アメリカシ・ヒトリの1
グτ撲こき防除をいたしましょう

防
除
は

小
さ
い
う
ち
に

　
防
除
効
果
が
い
ち
ば

ん
あ
が
る
の
は
、
葉
に

幼
虫
が
か
た
ま
っ
て
い

る
時
で
、
こ
の
時
期
で

し
た
ら
、
そ
の
葉
を
切

り
取
っ
て
焼
き
捨
て
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
虫
は
年
二
回
の
発
生
期

が
あ
り
、
撲
滅
を
は
か
る
に
は
、
六
月

中
旬
か
ら
一
カ
月
間
と
八
月
中
旬
か
ら

一
カ
月
間
が
最
適
で
す
b
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

第
四
回
結
成
記
念
大
会
結
果

　
　
　
　
A
優
勝
・
：
：
・
：
上
新
田
A

B
優
勝
・
：
．
・
：
．
板

　
　
　
　
女
子
優
勝
・
：

　
江
南
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
結

成
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
三
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
近
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ー
ム
に
乗

り
参
加
チ
ー
ム
も
毎
年
増
え
て
来
て
お

・
：
：
上

　
り
ま
す
が
、

　
ま
し
た
。

　
　
試
合
は
、

井
A
新
田

特
に
今
回
は
女
性
チ
ー
ム

か
ら
の
参
加
希
望
も
あ
り
女
子
の
部
を

設
け
て
、
合
計
二
十
八
チ
ー
ム
に
な
り

懸蝿灘

五
月
十
四
日
の
五
月
晴
れ

憲

Aブロック優勝上

の
中
、
早
朝
か
ら
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ホ
ー
ム
ラ

ン
も
四
十
八
本
も
出
て
、

広
い
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

も
、
応
援
の
歓
声
の
渦

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
勝
っ
て
も
負
け
て
も

試
合
が
終
れ
ば
仲
間
同

志
、
お
互
に
健
闘
を
た

た
え
あ
っ
て
、
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
の
組
合
せ
や
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

∠一、、

　　、

灘
欝

　　　▲Bブロック

Aブロック

▲女子の部優勝上新田チーム

御
正
第
三

中
央
フ
ァ
イ
タ
ー

野
　
　
　
原

下
押
切
A

八
　
　
　
幡

板
井
　
B

須
　
賀
　
広

樋
春
　
B

中
央
第
一

上
新
田
A

五
　
月
　
会

三
　
本
　
B

御正Bブロック

女子の部

上新由三本

樋
春
　
A

三
　
本
　
A

春
　
の
　
原

御
正
第
一
一

下
押
切
B

中
央
　
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
小
江
川
A

　
　
　
　
　
柴
・
千
代

　
　
　
　
　
上
新
田
B

　
　
　
　
　
板
井
　
A

　
　
　
！
御
正
第
一

　
　
　
　
　
荒
川
ク
ラ
ブ
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同
和

　
　
　
　
四

問
題
シ
リ
ー
ズ

戦
後
の
同
和
対
策
と
解
放
運
動

K
　
で
は
、
太
平
洋
戦
争
後
の
同
和
対

　
策
と
解
放
運
動
に
つ
い
て
お
話
し
て

　
く
だ
さ
い
。

丁
　
戦
後
、
ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り
、
日

　
本
は
、
民
主
国
家
と
し
て
出
発
し
た

　
わ
け
で
す
が
、
同
和
問
題
は
、
未
解

　
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

　
た
。

　
　
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
一
年
「
部
落

　
解
放
全
国
委
員
会
」
　
（
の
ち
に
、
部

　
落
解
放
同
盟
と
名
称
が
改
め
ら
れ
ま

　
し
た
）
が
結
成
さ
れ
、
自
主
的
な
解

　
放
運
動
が
ふ
た
た
び
組
織
さ
れ
ま
し

　
た
。

K
　
水
平
社
運
動
と
は
ち
が
う
の
で
す

　
か
。

丁
　
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
は
、
水
平

　
社
運
動
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の

　
経
験
と
考
え
方
の
上
に
立
っ
て
発
展

　
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
特
徴
と
し
、
て
、

　
部
落
差
別
が
残
さ
れ
た
の
は
、
行
政

　
が
放
置
し
た
こ
と
に
根
本
的
な
原
因

　
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
と
の

　
た
た
か
い
を
中
心
に
す
え
た
こ
と
。

　
そ
う
し
て
同
和
地
区
を
基
盤
と
し
て

　
組
織
を
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
げ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

K
　
ほ
か
に
、
運
動
は
な
か
っ
た
の
で

　
す
か
。

T
　
は
い
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
、

　
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
な
ど
の

　
地
方
公
共
団
体
の
同
和
対
策
関
係
職

　
員
を
中
心
と
す
る
「
全
日
本
同
和
対

　
策
協
議
会
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
当
初
の
数
年
間
、
全
日
本
同
和
対

　
策
協
議
会
は
、
部
落
解
放
同
盟
と
提

　
携
協
力
し
、
政
府
に
対
し
て
、
同
和

　
対
策
の
積
極
的
実
施
を
要
請
す
る
運

　
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

K
　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
運
動

　
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

T
　
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
立
場
か
ら
、
同
和
対
策
の
復
活
を
要

　
望
し
、
総
合
的
な
同
和
対
策
を
国
策

　
と
し
て
樹
立
し
、
同
和
問
題
の
根
本

　
的
解
決
を
す
み
や
か
に
実
現
す
る
よ

　
う
に
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
要
請

　
し
ま
し
た
。

K
　
政
府
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

　
の
で
す
か
。

丁
　
昭
和
二
十
八
年
度
、
国
の
予
算
に
、

　
戦
後
は
じ
め
て
、
同
和
地
区
に
隣
保

　
館
を
設
置
す
る
経
費
の
補
助
金
が
計

　
上
さ
れ
、
三
十
一
年
度
か
ら
さ
ら
に

　
共
同
浴
場
、
三
十
四
年
度
か
ら
共
同

　
作
業
場
及
び
下
水
排
水
施
設
と
い
う

　
ぐ
あ
い
に
、
環
境
改
善
事
業
の
予
算

　
が
増
額
さ
れ
．
し
だ
い
に
戦
前
と
同

　
じ
よ
う
な
同
和
対
策
が
復
活
さ
れ
て

　
い
き
ま
し
た
。

K
　
そ
の
ま
ま
発
展
す
れ
ば
よ
い
、
と

　
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

　
う
ね
。

T
　
え
え
、
も
ち
ろ
ん
で
す
。
戦
前
の

　
同
和
対
策
復
活
と
は
い
う
も
の
の
、

　
部
分
的
な
改
善
事
業
に
と
ど
ま
っ
て

　
い
ま
し
た
の
で
、
同
和
問
題
の
抜
本

　
的
解
決
を
は
か
る
総
合
的
対
策
の
樹

　
立
を
要
請
す
る
声
が
し
だ
い
に
高
ま

　
っ
て
き
ま
し
た
。
部
落
解
放
同
盟
を

　
中
心
に
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
二
十

　
四
日
に
東
京
の
主
婦
会
館
で
「
部
落

　
解
放
国
策
樹
立
要
請
国
民
会
議
」
の

　
結
成
大
会
が
開
会
さ
れ
、
こ
の
集
会

　
の
決
議
を
も
っ
て
国
会
に
請
願
し
ま

　
し
た
。
国
会
で
は
、
こ
の
問
題
を
解

　
決
す
る
た
め
、
満
場
一
致
で
採
択
し

　
ま
し
た
。

　
　
そ
こ
で
政
府
は
、
昭
和
三
十
三
年
、

　
内
閣
に
同
和
問
題
閣
僚
懇
談
会
を
つ

　
く
り
、
関
係
各
省
の
行
政
施
策
の
な

　
か
に
同
和
対
策
を
と
り
入
れ
る
こ
と

　
に
し
ま
し
た
。

K
　
民
間
運
動
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た

　
の
で
す
か
。

丁
　
昭
和
三
十
五
年
に
、
部
落
解
放
同

　
盟
を
中
心
と
す
る
「
部
落
解
放
要
求

　
貫
徹
請
願
運
動
」
が
全
国
的
な
規
模

　
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
日

　
本
同
和
会
お
よ
び
全
日
本
同
和
対
策

　
協
議
会
の
国
策
樹
立
要
請
運
動
が
お

　
し
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
昭
和
三
十
五
年
の
第

　
三
十
五
回
臨
時
国
会
に
、
人
権
尊
重

　
の
建
て
前
か
ら
超
党
派
的
に
連
携
し

　
て
、
「
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
案
」

　
を
共
同
提
案
し
、
国
会
は
全
員
一
致

　
で
そ
の
法
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

K
　
い
よ
い
よ
現
在
の
同
和
対
策
が
開

　
始
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

　
　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
）

け
い
光
．
灯
の
電
力
は

白
熱
灯
の
約
半
分

融ノ／1

　
使
わ
な
い
照
明
を
こ
ま
め
に
消
す
。

何
と
い
っ
て
も
ま
ず
第
一
に
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
照

明
の
種
類
に
よ
っ
て
も
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。
け
い
光
灯
は
、
同
じ
明
る
さ

の
白
熱
灯
に
比
べ
、
約
半
分
の
電
力
で

す
み
ま
す
。

　
け
い
光
灯
は
、
点
滅
に
よ
っ
て
寿
命

が
少
し
短
く
な
り
ま
す
が
、
電
球
の
値

段
と
電
気
代
を
比
較
す
る
と
、
つ
け
っ

ぱ
な
し
に
す
る
よ
り
も
、
こ
ま
め
に
消

し
た
ほ
う
が
経
済
的
で
す
。

麗
慶
謙
畿
榊

　
馬
車
ひ
き
と
神
さ
ま

　
雪
ど
け
の
泥
道
を
、
重
い
荷
車
を
ひ

い
て
や
せ
馬
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
馬

は
も
う
つ
か
れ
は
て
、
む
ち
を
あ
て
ら

れ
て
も
一
歩
も
進
み
ま
せ
ん
。
倒
れ
そ

う
で
す
。
馬
ひ
き
は
困
っ
て
し
ま
い
、

「
神
さ
ま
、
ど
う
ぞ
お
た
す
け
下
さ
い
」

と
、
祈
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
神
さ
ま

は
、
　
「
な
ま
け
者
め
が
！
自
分
で
肩
を

入
れ
て
馬
車
を
一
押
し
し
て
や
れ
ば
よ

い
の
に
…
…
。
自
分
は
何
も
し
な
い
で
、

馬
ば
か
り
た
た
い
て
ど
う
な
る
も
の
か
」

と
、
助
け
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
σ
●
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
し
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
，
い
声
ノ
　
　
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
ん
噺
‘

7
べ

A

　
　
　
　
　
　
　
　
，
9
父
（

　
　
　
　
　
　
　
　
％
伊
（

　
何
事
も
自
分
で
努
力
せ
ず
に
、
神
頼

み
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
考
え
た
良
い
一
票
を
自
分
で
投
票
す

る
こ
と
か
ら
、
明
る
い
政
治
へ
の
途
が

開
け
る
の
で
す
。

）

）

　ノ
）「
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農家蛮

ぺ一嬰

　酒　、，痂’、祥r，ト

違一一，・◆
6鱒・5馬．一一コ『一旧』

　
　
農
作
業
別
雇
用

　
　
標
準
賃
金
決
定

　
今
年
の
農
作
業
賃
金
は
五
月
三
十
一

日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
労
働
力
調
整
協

議
会
で
次
表
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

か
（

　
「
め
ん
羊
」
を

　
　
　
　
飼
育
し
ま
せ
ん
か

　
現
在
村
内
四
戸
の
農
家
で
、
二
十
三

頭
の
め
ん
羊
が
飼
育
さ
れ
て
居
り
ま
す

が
、
村
で
は
農
場
副
産
物
（
野
草
を
含

む
）
の
有
効
利
用
と
堆
肥
生
産
に
よ
る

土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
県
畜
産

試
験
場
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
に
引
き

続
き
本
年
度
も
め
ん
羊
飼
育
希
望
者
へ

五
頭
を
一
組
と
し
、
三
組
分
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
申
込
期
限

　
　
六
月
末
日
ま
で
に
産
業
課
へ

　
価
格
　
一
頭
一
万
円
前
後

　
村
補
助
　
半
額
補
助

江
南
村
昭
和
五
十
三
年
度
農
作
業
別
雇
用
標
準
賃
金
表

作業名 単　　位 標準賃金 備　　　考

養蚕労賃 1　　日 4，000円

麦　　刈　　り 10a 8，000 バインダーヒモ付

田　　耕　　転
ロータリー

　10　a
4，000

田、耕転代かき
ロータリー

　1　0　a
8，000

テーラー
　10　a

8，000

苗　　と　　り 1　　日 4，500

機械田植 10　a 7，000

大型トラクター
1アワー

メーター当り
耕起7，000
代かき7，000

10a　4，000
10a　4，000

麦の刈取 10a
結束11，000

バラ10，000
自脱コンバイン

稲の刈取 10　a
結束13，000

バラ12，000
〃

運　　搬　　料 1　0　a 1，500
ライスセンター

又は生産者宅

水稲防除 10a 1，500 農薬代は別

育　　　　苗 1　箱
芽出し　300

成苗　500種子代は別

乾燥調整料 麦1K 16 米　も　同　じ

籾す　り　料 1　　K 8

備　　考 作業時間　　1　日

　
ま
た
、
め
ん
羊
の
血
液
は
、

野
で
非
常
に
活
躍
し
て
お
り
、

製
薬
会
社
へ
提
供
で
き
ま
す
。

医
学
分

有
償
で

／一＼

　、一
人
一
人
が
節
水
を

6
月
1
日
か
ら
水
道
週
間

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
好
き
な
だ
け
水

が
出
る
…
…
。

　
そ
ん
な
便
利
な
生
活
の
中
で
、
私
た

ち
は
と
か
く
水
道
の
水
の
貴
重
さ
を
忘

れ
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭

に
運
ぶ
ま
で
に
は
、
ば
く
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
水
源
の
確

保
、
浄
水
場
づ
く
り
、
消
毒
用
の
薬
品
、

導
水
管
や
配
水
管
の
設
置
、
施
設
の
維

持
・
管
理
…
…
数
え
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ
て
、

水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
家
庭
で
、
学
校
で
、
会
社
で
、
一
人

一
人
の
工
夫
と
努
力
で
節
約
す
る
余
地

は
相
当
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落

ち
る
て
い
ど
の
漏
水
で
も
、
一
時
間
で

一
リ
ッ
ト
ル
、
一
か
月
問
で
普
通
の
浴

槽
で
約
四
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
糸
状
の
漏
水
に
な
る
と
、
一
か
月
で

な
ん
と
、
浴
槽
二
十
九
杯
分
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、

た
い
へ
ん
な
ム
ダ
を
生
む
も
の
で
す
ね
。

　
六
月
一
日
か
ら
「
水
道
週
間
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
節
水
の

心
が
け
を
今
い
ち
ど
新
た
に
し
た
い
も

の
で
す
。
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，

国
民
年
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

き
ょ
出
年
金

七
月
分
か
ら

移

福
祉
年
金

八
月
分
か
ら

　
“
あ
な
た
に
生
活
保
障
を
”
と
、
ス

タ
ー
ト
し
た
国
民
年
金
は
、
今
年
も
ま

た
改
善
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
の
増
額
も
目
玉
の
一
つ
、
受
給

者
に
と
っ
て
朗
報
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
支
給
の
財
源
と
な
り
ま
す
保
険

料
の
改
定
も
折
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
高
額
給
付
へ
一
歩
コ
マ
を
進
め
た
昭

和
五
十
三
年
度
の
改
善
は
、
…
…
…
。

　
改
正
さ
れ
る
事
項

《
き
ょ
出
年
金
》

◎
年
金
額
の
引
上
げ
（
七
月
分
か
ら
）

　
○
老
齢
年
金

　
二
五
年
納
付
月
三
五
、
五
五
八
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
三
八
、
二
五
八
円

　
一
〇
年
年
金
月
二
二
、
四
二
五
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
一
三
三
円

　
五
年
年
金
　
月
一
六
、
四
〇
八
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
六
五
八
円

　
○
障
害
年
金

　
一
　
級
　
　
月
四
五
、
一
二
五
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
四
八
、
五
五
〇
円

　
二
級
　
月
三
六
、
一
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
三
八
、
八
四
一
円

　
○
母
子
・
準
母
子
・
遺
児
年
金

　
　
子
一
人
　
月
三
六
、
一
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
三
八
、
八
四
一
円

◎
保
険
料
の
引
上
げ

　
保
険
料
　
四
月
か
ら
二
、
七
三
〇
円

　
　
　
来
年
四
月
か
ら
三
、
三
〇
〇
円

◎
無
年
金
者
対
策
の
実
施

繍
欝
謡
脳
…
円

　
実
施
期
間
　
七
月
か
ら
二
年
間

《
福
祉
年
金
》

◎
年
金
額
の
引
上
げ
（
八
月
分
か
ら
）

○
老
齢
福
祉
年
金
月
一
五
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
↓
一
六
、
五
〇
〇
円

○
障
害
福
祉
年
金

　
　
一
級
月
二
二
、
五
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
八
○
○
円

　
　
二
級
月
一
五
、
O
O
O
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
五
〇
〇
円

○
母
子
福
祉
年
金

　
　
子
一
人
月
一
九
、
五
〇
〇
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
五
〇
〇
円

◎
所
得
制
限
の
緩
和

　
○
本
人
所
得
制
限
限
度
額

　
　
夫
婦
収
入
　
年
一
六
四
万
円
↓

　
　
　
　
　
　
年
二
〇
〇
万
二
千
円

　
○
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
に
つ
い
て

　
　
は
す
え
お
き
。

◎
恩
給
等
と
の
併
給
制
限
の
緩
和

　
○
併
給
限
度
額
　
　
三
三
万
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
万
円

4

㌘9

郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
第
九
話

子
護
り

地
蔵
尊

小
江
川

　
　
三
角
英
吉

　
そ
の
昔
、
小
江
川
村
と
塩
村
を
背
中

合
わ
せ
に
し
た
こ
の
橋
は
、
ず
う
ど
ん

橋
（
廃
橋
）
と
言
っ
て
、
戦
国
の
遠
い

昔
は
深
谷
城
（
長
禄
年
間
約
五
百
二
十

年
前
室
町
時
代
）
と
四
つ
山
城
を
結
ぶ

脇
街
道
に
あ
る
橋
で
し
た
。

　
戦
い
に
敗
れ
た
落
人
の
母
娘
な
の
か
、

そ
れ
と
も
禄
を
取
ら
れ
城
中
を
追
れ
た

の
か
、
気
品
の
よ
い
母
娘
巡
礼
が
和
ら

か
い
春
の
日
射
の
昼
さ
が
り
に
、
　
「
母

上
、
千
代
は
早
く
父
上
に
逢
い
と
う
ご

ざ
い
ま
す
已
と
何
や
ら
仔
細
あ
り
気
な

言
葉
の
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
橋
の
上

ま
で
来
る
と
、
風
も
無
い
の
に
吹
き
と

ば
さ
れ
る
様
に
川
へ
落
ち
ま
し
た
。
こ

の
橋
か
ら
落
ち
た
子
供
は
、
一
人
と
し

て
姿
を
見
せ
た
者
は
無
い
と
言
う
魔
の

橋
、
水
神
様
の
た
た
り
だ
と
か
、
水
力

マ
イ
タ
チ
の
仕
業
だ
と
か
噂
は
た
か
ま

る
ば
か
り
で
、
恐
れ
お
の
の
い
て
居
り

ま
し
た
。

　
取
り
乱
し
た
母
も
気
を
取
り
直
し
二

日
た
っ
て
は
来
、
四
日
た
っ
て
は
来
ま

し
た
が
姿
は
見
せ
ず
、
涙
こ
ら
え
て
又

巡
礼
を
続
け
、
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
諸

行
無
常
の
響
あ
り
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
」

（
平
家
物
語
よ
り
）
こ
ん
な
心
境
で
、

夫
と
再
会
す
る
為
に
も
諸
国
の
霊
場
を

遍
路
し
て
居
た
の
で
し
ょ
う
。
一
時
と

し
て
心
よ
り
離
れ
ぬ
娘
の
安
否
、
も
し

ゃ
と
思
っ
て
戻
っ
て
家
々
を
尋
ね
た
が

様
子
は
つ
か
め
ず
、
お
地
蔵
様
は
子
供

を
守
る
仏
様
と
聞
い
て
居
り
ま
す
と
、

幾
ば
く
か
の
お
金
と
遺
書
を
置
い
て
入

水
し
た
の
で
す
ね
。
巡
礼
が
身
代
り
に

な
っ
た
の
か
其
の
後
も
幾
人
と
な
く
落

ち
て
も
一
人
の
怪
我
す
る
者
も
な
く
親

の
心
を
和
ら
げ
ま
し
た
。

　
先
に
亡
く
し
た
遺
族
達
が
念
仏
講
を

つ
く
り
、
念
仏
ご
詠
歌
を
唱
え
て
は
、

子
供
、
巡
礼
親
子
の
冥
福
を
祈
り
巡
礼

の
願
い
も
か
な
え
て
念
仏
講
中
で
建
て

た
の
が
、
今
の
子
護
り
地
蔵
尊
の
由
来

が
伝
承
さ
れ
て
居
る
の
で
す
。

　
小
江
川
の
心
の
優
し
い
お
か
く
さ
ん

（
南
小
校
長
寺
山
寛
一
先
生
母
堂
）
が

お
嫁
さ
ん
だ
っ
た
頃
、
暑
さ
寒
さ
に
可

哀
相
だ
と
植
え
た
桜
の
屋
根
の
下
で
年

輪
と
共
に
、
子
供
の
成
長
、
安
泰
を
楽

し
み
な
が
ら
守
り
つ
づ
け
て
ひ
っ
そ
り

と
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
次
回
　
駒
込
寺

医
□
□

至
小
川

　づミ3　『タミ

　　　　プ子護り地蔵
曳

へ
V
V

　　至板井

嚢「飯島歯科□

）

）

　ノ

）
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の
晶

む
さ
し
の

　
　
ユ
U
ト
ピ
ア

　
　
　
江
南
北
小
　
四
年
二
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
真
由
美

　
わ
た
し
た
ち
は
、
遠
足
に
む
さ
し
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
ヘ
行
き
ま
し
た
。

　
行
く
前
に
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
に
、
さ
し
あ
げ
る
お
手
紙
や
作
文

を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
書
き
ま
し
た
。

　
遠
足
の
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
は
、
き
ち
ん
と
二
列
に
並
ん

で
行
き
ま
し
た
。

　
大
沼
公
園
を
通
り
、
江
南
南
小
学
校

の
横
を
通
っ
て
、
や
っ
と
む
さ
し
の
ユ

ー
ト
ピ
ア
ヘ
つ
き
ま
し
た
。

　
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
げ
ん
か
ん
へ
わ
た
し

た
ち
が
並
ぶ
と
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ

さ
ん
が
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
出
て
き

ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
て
か
ら
、
お

手
紙
や
作
文
を
わ
た
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
ま
わ
り
階
だ
ん
を
の
ぼ

っ
て
行
き
ま
し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
と
窓
を

の
ぞ
き
な
が
ら
十
一
階
ま
で
行
く
の
は

た
い
へ
ん
で
し
た
。

　
お
く
上
に
つ
く
と
、
み
ん
な
、

○
（

「
わ
あ
、
わ
あ
已

と
、
さ
わ
ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
注
意
を
受
け
て
、
わ
た
し

た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
「
な

に
が
見
え
る
か
な
あ
已
と
思
い
な
が
ら

遠
く
を
な
が
め
ま
し
た
。
ま
わ
り
は
、

木
々
に
か
こ
ま
れ
て
、
家
が
ぽ
つ
ん
、

ぽ
つ
ん
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
北
小
学
校
は
、
木
の
間
に
少
し
見
え

ま
し
た
。
十
五
分
位
し
て
、
わ
た
し
た

ち
は
、
下
へ
お
り
ま
し
た
。
下
り
る
時
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。
外
に
出
て
、
こ
ん
ど
は
林

の
か
げ
で
、
お
べ
ん
と
う
で
す
。

「
お
べ
ん
と
う
を
食
べ
て
も
い
い
で
す
已

と
言
う
知
ら
せ
が
く
る
と
、
み
ん
な
す

ぐ
に
大
き
な
つ
つ
み
を
ひ
ろ
げ
て
食
べ

始
め
ま
し
た
。

　
男
の
子
た
ち
は
、
「
う
る
し
が
あ
る
凶

と
か
、
　
「
へ
び
だ
凶
と
か
言
っ
て
、
お

ど
か
し
た
り
、
か
さ
か
さ
と
音
を
た
て

た
り
し
て
、
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

』
食
べ
お
わ
る
と
、
さ
っ
そ
く
お
か
し

の
　
　
　
●

　
　
　
9

の
袋
を
だ
し
て
、
コ
リ
コ
リ
、
パ
リ
パ

リ
、
音
を
た
て
な
が
ら
か
け
回
っ
て
い

ま
す
。
　
「
ピ
ー
凶
と
ふ
え
が
な
り
ま
し

た
。
集
合
の
合
図
で
す
。
み
ん
な
い
っ

せ
い
に
先
生
の
所
へ
集
ま
り
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
南
小
に
よ
っ
て
、
お
水
を

飲
ん
だ
り
、
す
い
と
う
に
入
れ
た
り
し

て
帰
り
ま
し
た
。
途
中
役
場
と
、
ヂ
ー

ゼ
ル
と
、
学
校
で
か
い
さ
ん
し
ま
し
た
。

　
や
っ
と
北
小
に
つ
く
と
、
足
が
ぼ
う

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
お
手
紙
や
、
作

文
を
あ
げ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　
家
に
つ
く
と
、
わ
た
し
は
つ
か
れ
た

よ
う
な
、
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
気
持
で

し
た
。

ク
ロ
ー
バ
ー

　
　
　
江
南
北
小
　
三
年
一
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
田
順
子

　
き
の
う
、
わ
た
し
と
、
長
瀬
と
し
こ

さ
ん
と
、
妹
と
、
う
ら
の
持
田
さ
ち
お

く
ん
と
、
う
ち
の
て
つ
ぼ
う
で
あ
そ
び

ま
し
た
ゆ
は
じ
め
、
敏
子
さ
ん
が
や
っ

て
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
や
り
ま
す
。

で
も
、
妹
と
、
さ
ち
お
く
ん
は
、
で
き

な
い
の
で
そ
ば
で
見
て
い
る
だ
け
で
し

た
。
妹
が
、
で
き
る
の
だ
と
「
わ
た
し

も
や
る
。
わ
た
し
も
や
る
凶
と
い
う
こ

と
を
き
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
や
ら

せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
で
も
、
さ
ち
お
く

ん
は
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
が

　
　
、
、
．

（

あ
き
て
き
た
ら
し
い
の
で
、
わ
た
し
は

「
べ
つ
な
の
を
や
ろ
う
よ
已
と
い
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
敏
子
さ
ん
が
「
や
る

っ
て
な
に
を
已
と
い
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
妹
と
さ
ち
お
く
ん
た
ち
に
、
　
「

ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
で
、
く
び
か
ざ
り
を

作
っ
て
あ
げ
よ
う
よ
凶
と
、
敏
子
さ
ん

に
言
い
ま
し
た
。
　
「
う
ん
、
い
“
よ
凶

と
、
敏
子
さ
ん
が
い
っ
た
の
で
、
つ
く

り
は
じ
め
ま
し
た
。
敏
子
さ
ん
は
、
ク

ロ
ー
バ
ー
の
花
の
く
き
に
つ
め
で
あ
な

を
あ
け
、
べ
つ
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
を

さ
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
一
本
一
本

ま
い
て
つ
く
り
ま
し
た
。
二
人
で
ふ
た

つ
ず
つ
つ
く
り
ま
し
た
。
で
も
わ
た
し

は
、
ま
だ
つ
く
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で

「
敏
子
さ
ん
、
で
き
た
ら
ゆ
び
わ
も
つ

く
っ
て
く
れ
る
已
と
、
敏
子
さ
ん
に
い

っ
た
ら

　
　
　
「
う
ん
凶
と
い
っ
て
、

は
じ
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
殴
　
　
・

②

N
、　
．
き

　
￥
、

つ
く
り

敏
子
さ

　
　
　
　
　
　
　
z
詩
4
へ

　
　
　
　
　
　
　
N
グ

ん
が
「
ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
じ
ゃ
で
き
な

い
か
ら
、
み
つ
ば
で
作
っ
て
も
い
い
已

と
い
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
「
う
ん
い

い
よ
、
で
も
二
つ
、
つ
く
っ
て
ね
凶
と

い
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。
や
っ
と
で
き

た
の
で
、
妹
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
み
る

と
、
さ
ち
お
く
ん
が
い
ま
せ
ん
。
妹
に

き
い
て
み
る
と
、
「
も
う
、
帰
っ
ち
ゃ
っ

た
よ
凶
と
い
っ
た
の
で
、
妹
に
ぜ
ん
ぶ

あ
げ
ま
し
た
。
で
も
み
つ
ば
の
ゆ
び
わ

が
少
し
お
お
き
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
い
え
の
中
に
は
い
っ
て
、

あ
そ
ん
で
い
る
と
、
妹
が
「
首
か
ざ
り

が
と
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
已
と
、
い
い
ま
し

た
。
み
て
み
る
と
、
ほ
ん
と
う
に
と
れ
て

い
た
の
で
、
「
も
う
、
す
て
ち
ゃ
い
な
凶

と
い
い
ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
た
の

し
か
っ
た
で
す
。

村
職
員
異
動

　
　
　
　
　
　
（
五
月
一
日
付
）

○
総
務
課
　
吉
田
照
子
（
住
民
課
）

○
企
画
課
長
長
岡
一
茂
（
税
務
課
長
）

斉
藤
重
子
（
総
務
課
）

○
住
民
課
　
嘲
（
教
育
委
員

会
）
松
葉
喜
代
野
（
出
納
室
）
横
村

　
の
ぶ
子
（
企
画
課
）

○
塾
清
（
建
設
課
長
）
新

　
井
健
郎
（
土
地
改
良
課
）

○
土
地
改
良
課
　
木
村
進
（
建
設
課
）

　
茂
木
弘
行
（
税
務
課
）

○
建
設
課
長
小
林
実
（
企
画
課
長
添
馬

場
正
美
（
土
地
改
良
課
）

○
出
納
室
　
馬
場
あ
き
子
（
住
民
課
）

○
教
育
委
員
会
　
吉
田
千
恵
子
（
住
民

課
）
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お知らせコーナー

所
得
税
の
特
別

減
税
実
施

　
今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所

得
税
の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、

次
の
金
額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人

は
六
千
円
・
控
除
対
象
配
偶
者

や
扶
養
親
族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と

し
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、

昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が

少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で
す
。

た
だ
し
、
利
子
、
配
当
な
ど
の
源
泉
分

離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉

①
サ
ラ
リ
】
マ
ン
の
場
合
、

　
本
年
六
月
一
、
臥
易
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
呑
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
且
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
き
れ
ま
す
。
し
か
し
、
給

与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め

に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
か

ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す
る

“
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
”
と
同
じ

方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、

特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

魯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
垂
魯

セハ　　じぽ　

6月の納税
　村県民税第1期分
1国民健康保険税

1　第2期分1納期限．．．．6月3。日

1．村の発展
璽
1　　みんなで納税●
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　
　
　
埼
玉
労
信
協
の

　
　
　
　
事
業
内
容
を
！

　
埼
玉
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
（
埼

玉
労
信
協
）
が
、
昭
和
四
十
七
年
十
月

一
日
設
立
許
可
と
な
り
、
早
く
も
事
業

開
始
以
来
五
ケ
年
余
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

　
労
信
協
の
設
立
趣
旨
は
、
県
内
中
小

企
業
、
商
店
等
に
働
く
人
達
に
労
働
金

庫
利
用
の
道
を
ひ
ら
き
へ
み
ず
か
ら
の

生
活
向
上
と
福
祉
増
進
を
は
か
り
、
ゆ

た
か
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
設

立
さ
れ
た
の
が
労
信
協
で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
所
、
又
は
商
店
等
に
働
く
人
達

に
も
融
資
の
道
が
あ
り
ま
す
。

難
讐
舐
胴
内
）
労
信

が
保
証
し
ま
す
。

　
貸
出
金
利
　
　
埼
玉
労
働
金
庫
の
貸

出
金
利
に
よ
る
。

　
保
証
料

生
活
資
金
（
無
担
保
）
年
O
・
七
三
％

住
宅
資
金
（
有
担
保
）
年
○
・
三
六
五
％

　
な
お
、
労
信
協
の
保
証
を
受
け
る
場

合
は
、
埼
玉
県
中
小
企
業
労
働
者
互
助

会
に
加
入
し
、
私
用
資
格
を
取
得
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
手
続
き
は

労
働
金
庫
の
各
営
業
店
窓
口
備
付
け
の

加
入
申
込
書
に
入
会
金
千
円
を
そ
え
て

申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
借
入
れ
申
込
、
お
問
合
せ
は
、
埼
玉

労
働
金
庫
熊
谷
支
店
へ
電
幽
一
八
九
六

事
業
所

　
　
統
計
調
査
に

　
　
ご
協
力
下
さ
い

　
事
業
所
統
計
調
査
は
、
本
年
六
月
十

五
日
を
期
し
て
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
事
業
の
種
類
や
従
業
員

数
な
ど
基
本
的
事
項
を
調
査
す
る
も
の

で
す
。

　
そ
の
結
果
は
、
我
が
国
の
産
業
や
規

模
等
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
国

都
道
府
県
及
び
市
町
村
で
の
各
種
の
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
各
方
面
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　
各
事
業
所
に
、

た
し
ま
す
の
で
、

ま
す
。

査調計統所業
　
　
、
●
　
、

事
　
さ

調
査
員
が
お
伺
い
い

ご
協
力
を
お
願
い
し

　
　
　
（
企
画
課
）

轟／著、、諜

調査票は汚したり、折ったり、丸めた
りしないようにお願いします

．－！




